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謹
賀
新
年

福
井
県
農
政
連 
会
長

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
盟
友
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
ご

健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
日
頃
は
農
政
連
の
各
事
業
に
対
し
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
第
27
回
参
議
院
通
常
選
挙
に
お
い
て
、

福
井
県
選
挙
区
で
滝
波
宏
文
氏
、
全
国
比
例
区

で
は
東
野
秀
樹
氏
が
無
事
当
選
出
来
ま
し
た
の

は
、
盟
友
皆
様
の
お
か
げ
と
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
７
年
産
米
の
作
況
は
全
国
で
作
況
単

収
指
数
１
０
２
、
福
井
県
で
は
１
０
３
と
な
っ

て
い
ま
す
。
５
年
産
米
よ
り
続
く
需
給
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
米
不
足
に
よ
り
生
産
者
米
価
、

消
費
者
米
価
と
も
に
高
騰
し
過
去
最
高
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
７
年
産
米
は
主
食
米
の
収
穫
が
７
４

８
万
ト
ン
と
な
り
８
年
６
月
末
の
民
間
流
通
在

庫
予
想
は
２
０
０
万
ト
ン
を
大
き
く
超
過
す
る

事
が
予
測
さ
れ
、
８
年
産
米
の
米
価
が
大
き
く

下
落
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
度

放
出
し
た
備
蓄
米
の
買
戻
し
が
価
格
安
定
の
焦

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
市
内
閣
に
お
い
て
は
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
と
い
う
こ
と
で
、
８
年
産

米
の
生
産
目
安
を
７
１
１
万
ト
ン
と
し
て
提
示

し
て
い
ま
す
。

我
々
農
業
者
は
生
産
コ
ス
ト
を
反
映
し
た
、

再
生
産
可
能
な
米
価
を
消
費
者
の
理
解
も
得
な

が
ら
、
形
成
さ
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。
農
政

連
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
昨
年
閣
議
決

定
さ
れ
た
今
後
５
年
間
を
「
農
業
構
造
転
換
集

中
対
策
期
間
」
と
す
る
中
で
、
食
料
安
全
保
障

の
強
化
、
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
、
地
域
の

活
性
化
等
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
発
表
さ
れ
た
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
農
業
者
の
大
幅
な
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
事
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
農
地
の
面
的
集
約
が
進
み
大
規
模

化
が
進
む
一
方
、
中
山
間
地
を
は
じ
め
と
す
る

個
人
農
家
の
減
少
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
農

地
の
保
全
に
も
た
ら
す
影
響
等
も
考
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
農
政
連
は
地
域
農
業
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
く
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
大
切
な
資

源
で
あ
る
農
地
や
農
業
従
事
者
を
守
る
た
め
、

政
策
提
言
や
支
援
活
動
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
午
年
の
令
和
８
年
盟

友
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な
飛
躍
の
年
、
幸
多
い

良
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。      

日
頃
よ
り
、
本
県
農
業
の
振
興
・
発
展
と
、
需
要

に
応
じ
た
米
生
産
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆

様
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
全
国
的
な
猛
暑
や
渇
水
な
ど
厳
し
い

気
象
条
件
が
続
き
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物

の
生
産
に
一
部
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
福
井
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
や

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
引
き
続
き
「
特
Ａ
」
評
価
を

い
た
だ
き
、
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
の
努
力
と

地
域
の
結
束
の
成
果
で
あ
り
、
改
め
て
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

に
よ
れ
ば
、
福
井
県
の
農
業
経
営
体
数
は
約
７
千

８
百
と
な
り
、
５
年
前
に
比
べ
て
大
き
く
減
少
し

ま
し
た
。
特
に
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
が
顕

著
で
あ
り
、
担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
法
人
経
営
体
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
規
模
拡
大
や
効
率
化
を
進
め
る
動
き
が

強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
耕
地
面
積
に
つ
い
て
も
大
型
化
が
進

み
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
経
営
体
が
県
内
で
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

福
井
県
の
農
業
は
、
水
田
を
中
心
と
し
た
米
作

に
加
え
、
大
豆
、
そ
ば
、
六
条
大
麦
な
ど
の
畑

作
、
そ
し
て
「
福
井
梅
」
「
上
庄
さ
と
い
も
」

「
吉
川
ナ
ス
」
な
ど
の
特
産
品
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、
地
域
農
業
の
誇
り
で
す
。

こ
れ
ら
を
守
り
戦
略
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

福
井
県
の
持
続
可
能
な
農
業
を
作
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
井
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
11
月
に
第

27
回
福
井
県
Ｊ
Ａ
大
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
存
在
意
義
や
Ｊ
Ａ
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向

け
て
、
協
同
活
動
と
総
合
事
業
で
地
域
の
食
と
農

を
守
り
育
て
る
た
め
に
挑
む
『
３
つ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
を
提
起
し
ま
し
た
。

①
農
業
の
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
チ
ャ
レ
ン
ジ

②
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
組
合
員
・
役
職
員
の
つ
な
が
り
強
化
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
長
期

的
な
方
向
性
を
再
確
認
し
具
体
的
な
取
り
組
み
と

成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
様
が
誇
り
を
持
っ
て
営

農
に
励
み
、
地
域
の
農
業
が
豊
か
に
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
生
産
と
農
業
所
得
の
安

定
に
向
け
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
は
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、

食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
使
命
を
担
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
食
と
農
を
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
と

い
っ
た
責
任
を
胸
に
、
皆
様
と
と
も
に
歩
み
続
け

ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
」
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年
頭
か
ら
知
事
選
挙

と
あ
わ
た
だ
し
い
年
の

初
め
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
年
１
年
無
事
災
害
も

少
な
く
、
猛
暑
も
な
く
、

米
価
も
安
定
し
た
年
に

な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

10
月
28
日
（
火
）
県
農
業
会
館
に
て
、
福
井

県
農
政
連
・
県
五
連
・Ｊ
Ａ
福
井
県
・Ｊ
Ａ
越
前

た
け
ふ
の
役
員
と
、
県
議
会
の
農
政
議
員
団
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
の
農

政
を
め
ぐ
る
状
況
を
、
全
国
農
政
連
金
井
副
会

長
よ
り
説
明
頂
き
、
福
井
県
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、

J
A
県
中
央
会
の
小
林
英
範
部
長
よ
り
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
支
部
よ
り
直
面
し
て
い
る
農
政

課
題
等
に
つ
い
て
報
告
、
要
請
が
あ
り
、
議
員

各
位
よ
り
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
各
地
区

共
通
の
課
題
と
し
て
は
、
農
業
後
継
者
不
足
の

問
題
、
鳥
獣
害
の
農
業
被
害
の
問
題
、
再
生
産

が
出
来
る
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
価
格
の

問
題
、
中
山
間
地
の
農
地
維
持
に
対
す
る
問
題

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
９
年
か
ら
始

ま
る
新
た
な
農
業
政
策
の
中
で
、
予
算
を
確
保

し
な
が
ら
各
問
題
に
対
応
が
必
要
と
の
認
識
で

一
致
し
ま
し
た
。

11
月
17
日
、
第
63
回
農
政
連
幹
部
研
修
会
を

あ
わ
ら
市
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
研
修
会
に
は
農
政
連
の
支
部
長
・
分

会
長
や
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
２
０
０
名
が
参
集
さ
れ
、

来
賓
と
し
て
中
村
副
知
事
、
田
中
三
津
彦
県
議

会
副
議
長
、
山
崎
正
昭
参
議
院
議
員
、
他
多
く

の
県
議
会
議
員
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

冒
頭
岡
田
会
長
の
挨
拶
で
は
、
来
年
６
月
を

目
途
に
２
０
２
７
年
度
か
ら
の
新
た
な
水
田
政

策
を
政
府
が
策
定
す
る
に
当
た
り
、
我
々
が

困
っ
て
い
る
事
、
農
業
を
よ
く
す
る
為
に
や
る

べ
き
こ
と
を
積
み
上
げ
て
国
に
訴
え
て
行
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
衆
議
院
議
員
の
前
自
民
党
幹
事

長
の
森
山
　
裕
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農

業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
、
今
年
閣
議

決
定
さ
れ
た
今
後
５
年
間
の
「
農
業
構
造
転
換

集
中
対
策
期
間
」
で
既
存
の
予
算
と
は
別
枠
で

２
兆
５
０
０
０
億
円
を
確
保
す
る
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
実
質
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
補
正

予
算
で
も
農
業
予
算
の
増
額
に
向
け
て
調
整
し

て
い
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
参
議
院
議
員
の
東
野
秀
樹
氏
は
、

県
農
政
連
で
は

12
月
24
日
、
県
農

業
会
館
９
階
大

ホ
ー
ル
に
て
選
挙

対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
８
年

１
月
の
福
井
県
知
事
選
挙
推
薦
候
補
者
と

し
て
南
条
支
部
・
鯖
江
市
支
部
よ
り
推
薦

申
請
さ
れ
て
い
る
山
田
賢
一
氏
を
全
会
一

致
で
推
薦
決
議
し
ま
し
た
。
山
田
候
補
と

の
政
策
協
定
で
は

①
県
民
の
農
畜
産
物
価
格
の
理
解
醸
成

②
経
営
の
安
定
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

③
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
に
つ
い
て

④
水
田
農
業
対
策
に
つ
い
て

⑤
園
芸
対
策
に
つ
い
て

⑥
畜
産
対
策
に
つ
い
て

⑦
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

の
７
つ
の
政
策
協
定
を
結
び
ま
し
た
。                                                                                         

「
直
面
す
る
農
政
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
、
食

品
産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
荒
川
　
隆
氏
に
は

「
改
正
基
本
法
と
今
後
の
農
政
の
展
開
方
向
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。                                                                                       

１
９
５
８
年

１
９
８
３
年

１
９
８
３
年

２
０
１
７
年

２
０
１
７
年

２
０
１
９
年

２
０
２
１
年

２
０
２
５
年

福
井
県
今
立
町
に
生
ま
れ
る

京
都
大
学
を
卒
業

福
井
県
庁
に
入
庁

総
務
部
長

福
井
県
副
知
事

福
井
県
立
大
学
理
事
長

越
前
市
市
長
初
当
選

無
投
票
に
て
２
選

県
議
会
農
政
議
員
団
と
の

　
　
　
意
見
交
換
会
開
催

県
議
会
農
政
議
員
団
と
の

　
　
　
意
見
交
換
会
開
催

第
６3
回
福
井
県
農
政
連

　
　  
幹
部
研
修
会
開
催

福
井
県
知
事
選
立
候
補
者

山
田
賢
一
氏
を
推
薦

２
０
２
５
年
度
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結

果
に
よ
る
と
全
国
の
「
基
幹
的
農
業
従
事
者
」

は
１
０
２
万
１
０
０
０
人
と
、
５
年
前
の
調
査

か
ら
34
万
２
０
０
０
人
（
２
５
．
１
％
）
減
少

し
た
。
平
均
年
齢
は
６
７
．
６
歳
で
初
め
て
低

下
に
転
じ
た
。
農
業
経
営
体
は
24
万
７
０
０
０

人
減
少
し
82
万
８
０
０
０
経
営
体
と
な
っ
た
。

個
人
・
家
族
経
営
の
経
営
体
が
24
万
８
０
０
０

人
減
少
し
た
が
、
法
人
を
は
じ
め
と
し
た
「
団

体
経
営
体
」
は
１
０
０
０
組
織
増
え
た
。                                                                                                             

〇
農
業
経
営
体                                             

経
営
耕
地
面
積
が
30
ａ
以
上
の
規
模
の
農
業
者
・

露
地
野
菜
15
ａ
以
上
・
果
樹
栽
培
10
ａ
以
上
他                                          

〇
基
幹
的
農
業
従
事
者                                            

農
業
を
主
と
し
て
従
事
し
た
世
帯
員
（
農
業
就

業
人
口
）
の
う
ち
１
年
間
の
ふ
だ
ん
の
主
な
状
態

が
「
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
者
」                                         

農
　
家
　
数

　
　
過
去
最
大
　
25
％
減
少

令
和
６
年
３
月
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
推
薦
候
補

と
な
っ
て
か
ら
５
０
０
日
あ
ま
り
、
全
国
各
地
を

駆
け
巡
り
、Ｊ
Ａ
組
合
員
・
役
職
員
を
は
じ
め
農

政
連
の
盟
友
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、

立
派
な
得
票
数
で
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
、
現
場
の
農
業
者
・

Ｊ
Ａ
役
職
員
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
事
で
す
。

10
月
21
日
開
会
の
第
２
１
９
回
国
会
に
お
い
て
、

参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
の
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
農
林
水
産
現
場
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
や
地
域

を
支
え
る
関
係
団
体
の
願
い
を
政
策
に
反
映
出
来

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。                                                                                                               

東
野
ひ
で
き
国
政
報
告

参
議
院
議
員

あ
と
が
き

福井県の農林業センサスデータ
組　織

プロフィール

変　化 意味合い2020年 2025年
農業経営体数

(5ha未満)

(5ha以上)

基幹的従事者

法人経営体数

青色申告経営体

平均耕地面積

10,546

9,523

1,023

8,767

414

3,819 

3.1ha

7,767

6,781

986

5,815

440

3,496

4.0ha

▲26.3%

▲28.7%

▲3.6%

▲33.7%

6.2%

▲8.45%

29.0%

統計開始以来最大の減少

87.3%を占める小規模が減少

30ha以上になると増加

高齢者を中心に離農

受け皿として法人の成長

個人から組織で割合として増

残存者への農地集積

自民党・農業構造転換推進委員会での発言農政連ホームページ
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